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第1日目 第2日目 第3日目 第4日目 第5日目
第6～28
日目

第29日目

第29日目 第30日目 第31日目 第32日目 第33日目 第34日目

検査 採血 ○ ○

副作用の問診 ○ ○ ○ ○ ○

検査結果 ○ ○

治療中止
基準

①WBC　３０００未満
②血小板 １０万未満
③発熱・CRP上昇
④PS　２以上

－ － － － － -

①生理食塩液　100ml
+アロキシ　0.75mg　1V
+デカドロン　3.3mg　2A
側管から点滴静注【30分】

↓ ↓

②生理食塩水　50ml
+マイトマイシン注用(10mg/m2)
+蒸留水100ml(マイトマイシン
溶解用）
側管から点滴静注
【全量50mLにして全開で】

↓ ↓

③生食500ｍL
+5-FU注 1000mg/m2/日
点滴静注【24時間】
初日マイトマイシン投与後開始

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

④生食50ml
ルートフラッシュ

↓

マイトマイシンで、投与中は血管痛や漏れがなくても1ヶ月以上たって潰瘍形成や投与部位の疼痛を訴えること

がある。（原因不明）まずは、投与は確実に行い、血管外漏出に細心の注意を。

5-FUの4日間持続投与は、末梢からだと3日目くらいから痛くなるかも。主治医と十分に協議するように。

放射線併用の場合、早期から照射部のケアと管理を十分に行うこと。

口内炎、下痢の可能性もある。持参薬にワーファリンがあれば主治医に報告（5-FUとの相互作用あり）

看護のPoint!!

メイン
ルート

　　　　　　　　  5-FU+MMC+放射線療法レジメン

マイトマイシンを1日目と29日目に投与（放射線5週間同時併用）

治療日

治療内容

5-FUを1～4日目と29～32日目に投与

診療

側管から
点滴

　5-FU+マイトマイシン+放射線療法レジメン

肛門癌（限局性） 


